
取扱説明書 
 
 このたびは本装置をお買い上げいただき，誠にありがとうございます。 

 

 本装置を正しく理解し，ご使用いただくために， 

 ご使用の前に必ずこの取扱説明書をよくお読みください。 

 お読みになった後は，いつでも見られるところに保管してください。 

 
本装置を分解・改造しないでください。火災・感電・故障の原因となるほ

か，不法改造により電波法で罰せられることがあります。  

 
足場の不安定なところ，あるいは人の通行を妨げる場所には設置工事をし

ないでください。けがの原因になります。 

 
移動させる場合は、必ずEthernetケーブル、アース線を外してから行って

ください｡ケーブルが傷つき、火災・感電の原因となることがあります｡ 

 
万一，煙が出ている，異臭がする，異常に熱いなどの異常に気がついたと

きは，直ちにPoE給電装置の電源を切ってください。その後，お買い上げ

の販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災・感電の原因となり

ます。 

 
万一，内部に水や金属等の異物が入った場合は，直ちにPoE給電装置の電

源を切ってください｡その後，お買い上げの販売店にご連絡ください｡その

まま使用すると火災・感電・故障の原因となります｡ 

 
故障のときはPoE給電装置の電源を切ってください｡その後，当社またはお

買い求めの販売店にご連絡ください｡そのまま使用すると火災･感電の原因

となります｡ 

 
強度の不足する部材（アンテナマスト）や腐食しやすい部材は使用しない

でください。けがや故障の原因になります。 

 
送電線，配電線，ネオンサイン，電車の架線などの近く，引火性，腐食性

ガスの発生する場所，あるいは油・薬品等がかかる恐れのある場所では使

用しない（置かない）でください。火災・感電・故障の原因になります。 

 
Ethernetケーブル，アース線，およびPoE給電装置電源ケーブルを傷つけ

たり，加工したり，重いものを乗せたり，加熱したり，引っ張ったり，無

理に曲げたりしないでください。ケーブルが破損し，火災・感電の原因と

なります｡ 

 
本装置の設置や点検は風雨，雷，雪などの天候の悪い日は危険ですので，

作業をしないでください。けがの原因になります。雷が激しいときに，

Ethernetケーブル，アース線，本装置に触れると感電の原因となります。 

 
マンションやアパートなどによっては，取付けに規制のある事がありま

す。あらかじめ管理組合，管理事務所，自治会などに確認してください。 

 
本装置を水に入れないでください。また，濡れた手でEthernetコネクタ

を抜き差ししないでください。感電・故障の原因となることがあります｡ 

 

お客様による内部の点検・修理は絶対に行なわないでください。専門点検

員以外による点検・修理は火災・感電・故障の原因となります。内部の点

検・修理は当社またはお買い求めの販売店にご依頼ください。  

 

本装置にEthernetケーブルを接続する，あるいは外部アンテナ接続オプ

ションのRFコネクタを接続する場合，異物の混入に注意してください。

防水性能が低下し，漏電の原因となることがあります。 

 
冷却状態の本装置を高温の場所にいきなり置かないでください。セット内

部が結露して故障の原因となることがあります。 

 
据付時には接地端子にアース線を確実に接続し，D種接地をしてくださ

い。故障や漏電のときに感電の原因となることがあります｡ 

 
本装置の上に重いものをのせないでください。また，落としたり，強い衝

撃を与えたりしないでください。故障の原因となることがあります。 

 
飛来物の恐れのある場所に設置しないでください。飛来物がぶつかり，破

損の原因となります。 

 
お客様による本装置の塗装はしないでください。本装置レドームの破損，

水漏れの原因となります。 

位置 名称 働き 

① LEDランプ PWR 装置に電源が入ると緑色に点灯します。 

ソフトウェアVer5.02以前は，GPS捕捉中に点灯し

ます（旧製品はラベルもGPS表記）。 

① LEDランプ  W1 無線接続状態を表示します。 

 緑点灯   ：接続 AP STA 

 緑点滅(1秒x1回0. 5秒x2回) ：接続(MAP) 

 消灯   ：未接続 

 緑点滅(起動時 0.5 秒毎 3 回) ：無線部正常動作 

○無線接続時 RSSI 受信状態による点滅動作 

 基準値 (TargetRSSI：デフォルト -82dBm 未満) 

 緑点滅 0.25 秒毎 基準値 3dB 以上 

  5 秒毎 基準値 6dB 以上 

  1 秒毎 基準値 6dB 未満 

① LEDランプ W2 本装置では使用されません。 

② Ethernet  Connector 屋外用Ethernetケーブルを接続します。 

③ GND アース線を接続します。 

④ 防水RFコネクタ 

（オプション） 

オプションで外部アンテナ端子を追加した際に取付け

られます。RF同軸ケーブルを接続します。 

⑤ 照準器取付部 オプションの方向調整治具（NKK-156）を取付け

るのに利用します。 

⑥ 通気孔 壁や物でふさがないように設置してください 

⑦ M8ハードロックナッ

ト 

このナットを調整し，本装置を仮止めして方向調整を

行います。方向調整後本締めします。 

⑨ GPS（オプション） オプションでGPSを追加した際に取付けられます。 

⑧ レドーム 正面を対向局側のアンテナに合わせます。 

 本装置は，次のもので構成されています。 

 ご購入後，上記構成品に欠品がないことをご確認ください。万一欠品

がありました場合は，お買い求めの販売店までご連絡ください。 

アンテナ一体型無線LAN 
 JRL-849AX/JRL-849SX 

２．必ずお読みください 

１．製品の特長 

３．お使いになるときのお願い 

４．機器構成 

５．各部の名称と働き 

RJ-45プラグが正しく圧着されていることを確認し，装置へ接続

してください。装置コネクタ破損の原因となることがあります。 

⇐ ピンは表面より内側にある。 

 

 

 

⇐ ピンが表面から飛び出している。 

撚り線用プラグ 

単線用プラグ 

ケーブル断面図 

 RJ-45プラグには単線用と撚り線用の2種類があります。単線

には単線用，撚り線には撚り線用のプラグを使用してください。 

プラグの先端が芯線にあたり 

ピンが飛び出している 

 

ピン 

芯線 

 単線ケーブルに撚り線用プラグを使用すると，圧着不良になり

ます。圧着不良ケーブルの使用は，装置コネクタ破損の原因とな

ることがあります。 

 IEEE802.11j (j/n)に準拠した無線通信方式を採用しています。 

使用可能な周波数帯は，4.9GHz帯です。 

本装置は，空中線を含む一体構造です（防水・防塵規格 IP66）。 

チャンネル帯域幅40MHz，2ストリームMIMO 伝送方式により，最

大データ伝送速度300Mbps（実効スループット約235Mbps）の

高速データ伝送が可能です。 

設定によりインフラストラクチャモード（親局/子局），メッシュ

ネットワークモードで動作可能です。 

 IEEE802.3ab(1000BASE-T) 準 拠 の ギ ガ ビッ ト Ethernet イ ン

ターフェースを有しています。 

 IEEE802.3at(PoE+)準拠のPoE (Power over Ethernet)電源供給

方式に対応しています。 

 ※Ethernetは，富士ゼロックス株式会社の登録商標です。 

 
この表示は警告を促す内容があることを告げるものです。この表

示を無視して誤った取扱いをすると，人が死亡または重傷を負う

可能性が想定される内容を示しています。  

 
この表示は注意を促す内容があることを告げるものです。この表

示を無視して誤った取扱いをすると，人が傷害を負う可能性が想

定される内容および物的損害の発生が想定される内容を示してい

ます。  

 
これらの記号は，禁止の行為であることを告げるものです。図の

中や近くに具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止)が描かれて

います。  

 
これらの記号は，行為を強制したり指示する内容を告げるもので

す。図の中に具体的な指示内容(左の場合は電源プラグをコンセン

トから抜け)が描かれています。 

 

本装置を操作するには，無線従事者資格が必要です。 

本装置をご使用になる場合は，最寄りの総合通信局(総務省)への登録

が必要です。 

本装置の設置工事について 

設置工事の際，建造物の破損，高所や足場の悪い場所での作業に伴

う製品の落下やけがをしたことによる損害，またその他のどのよう

な場合においても，当社は責任を負いませんので，あらかじめご了

承ください。なお，高所や足場の悪い場所に取付ける必要のある場

合は危険が伴いますので，必ず専門業者にご相談ください。 

本装置は一般民生用です。生命維持装置その他極めて高い信頼性が

要求される用途を前提としていません。本装置をこれらの用途に使

用する場合は当社へご相談ください。 

当仕様に起因する第三者の知的財産権，その他の権利に関わる問題

が発生した場合は，当社はその保障を行うものではありません。ま

た，弊社の知的財産権の実施権を許諾するものではありません。 

本装置の故障，誤動作，不具合，あるいは停電等の外部要因によっ

て 通信などの機会を逸したために生じた損害等の純粋経済損害に

つきましては 当社はいっさいその責任を負いかねますので，あら

かじめご了承ください。 

本装置は，外国為替および国外貿易法が定める規制貨物に該当いた

します。本製品は，国内でのご利用を前提としたものでありますの

で，日本国外へ持ち出す場合は，同法に基づく輸出許可等必要な手

続きをお取りください。 

・本装置の金属筐体の接地抵抗が 100 Ω以下になるように接地してく

ださい。  

本装置のマーク説明 

品名 内容 

PoE給電装置 IEEE 802.3at TYPE1準拠のPoEインジェクタ/

HUB。設置方法については，給電装置の仕様書を参

照してください。 

屋外用 

Ethernetケーブル 

耐水性および耐候性に優れるCat.5E以上のケーブル

を推奨します。 

アース線 D種接地線。AWG#10/AWG#12を推奨します。

装置本体にアース線用丸形圧着端子が取付けられて

いますので加工してご利用ください。 

アンテナマスト 適合マスト径Φ48～77mmのマスト（市販品）。 

Φ70mm以上を推奨します（耐風速向上のため）。 

●別途ご用意いただくもの 

（裏面へ続く） 

⑤ 

④ 

● 拡大図（①，② 部位） 

⑨GPS 

⑧レドーム 

● 装置本体 

※ ハードロックナットM8 

 凸部テーパが外側にある方が先に

なり，凹のナットが次になります。 

【メニュー】→【Control】画面で動作中のソフトウェアバージョン番号およ

び予備エリアのバージョン番号が表示されます。 

この画面にて、電源断しても動作中のバージョン番号および予備エリアの

バージョン番号が変更のないことを確認できます。 

安全にお使いいただくために必ずお守りください 

安全にお使いいただくために必ずお守りください 



項目 仕様 

周波数帯 4900～5000MHz 

無線通信規格 IEEE802.11j (j/n)準拠 

チャンネル数 20MHzシステム 4波，40MHzシステム 2波 

変調方式 OFDM-64QAM/16QAM/QPSK/BPSK 

無線伝送速度 最大300Mbps 

送信出力 20MHzシステム 最大25mW (+20%, -80%) 

40MHzシステム 最大25mW (+20%, -80%) 

有線インター

フェース 

100BASE-TX/1000BASE-T 

AUTO-MDI/MDI-X 

動作温度・湿度 -20～+50℃ 

保存温度・湿度 -30～+85℃ 

電源供給 IEEE802.3at (PoE+)電源供給方式 

消費電力 12W以下 

外形寸法 約428(W) x 428(H) x 100(D) mm 

質量 約7kg以下（取付け金具含む） 

公的認定 技術基準適合証明 JRL-849AL 001-A06543 

 JRL-849SL 001-A06545 

保護等級 IP66 

対応ポール径 Φ48～77mm 

耐風速 60m/s：通信可能， 90m/s：非破壊 

耐風速60m/s以上を考慮する際は，ポール径Φ

70mm以上のポールを使用すること。 

アンテナ利得 23dBi（最大） 

半値角 E面：約7[度]（平均），H面：約7[度]（平均） 

最大入力電力 3W（アンテナ仕様） 

インピーダンス 公称50Ω（アンテナ仕様） 

［保証規定］ 

・保証期間内（お買上げ日より１年間）に取扱説明書等の注意書きにし

たがった正常な使用状態で故障した場合には無償で修理します。 

・保証期間内でも次の場合には有料修理になります。 

-使用上の誤り，および不当な修理や改造による故障および損傷 

-お買上げ後の輸送，落下などによる故障および損傷 

-火災，地震，水害，落雷，その他の天災，地変，公害，塩害や指定

外の使用電圧による故障および損傷 

１１．仕様（製品の仕様は予告なく変更することがあります） 

１２．外観・寸法図（製品の外観・寸法は予告なく変更することがあります） 

 本装置を廃棄するときは，地方自治体の条例または規則に従って処理して

ください。詳しくは，お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

［備考］本装置は電池を使用していません。 

・修理サービスや保守・点検についてのご相談は，お買い求めの販売店にご

依頼ください。 

・保証期間は，お買い上げ日より1年間です。 

・修理を依頼されるときは，保証期間中は，お買い求めの販売店にお申し付

けください。以下の保証規定の内容により無償で修理いたします。保証期

間が過ぎているときは，お買い求めの販売店にご相談ください。修理によ

り使用できる場合は，お客様のご要望により有償修理いたします。 

・アフターサービスについてご不明の場合や，修理サービスや保守・点検に

ついてのご相談は，お買い求めの販売店にご依頼ください。 

９．アフターサービス 

運用されるシステム（回線不稼働率）に合わせて，受信レベルに設計マー

ジンを持つことをお勧めします。簡便なマージンとして，6dB（距離比で2

倍)とする，あるいは10dB（距離比で3倍）と決める方法があります。参考

に，ITU-R勧告の降雨減衰量（垂直偏波）のグラフも合わせて図示します。

この減衰量は全域に同量の降水量が観測されたものと仮定したグラフです。 

７．ログイン方法と回線診断 

８．参考：通信距離vs受信レベル 

１０．廃棄について 

ユーザ名(Username) 初期パスワード(Password) 

admin  admin  

接地 

 本装置は接地してください。装置にアース線を取付けます。取付ネジ

は，プラスドライバ（No.3，締付トルク２．５N・m）を使用してくださ

い。圧着端子は装置本体に取付けられているアース線用丸形圧着端子を使

用してください。推奨ケーブルは，AWG#10／AWG#12になります。 

設置場所の注意 

 通信障害の発生回避や十分な性能を引き出すために，アンテナを設置に

あたっては次のことにご注意ください。 

 アンテナ同士が見通せる条件に設置する 

 見通し条件が揃わない場合、通信性能の低下や通信障害が発生する可

能性があります。できるだけ本装置は周囲に電線や建物など障害物の無

い場所，または離れた場所へ設置してください。 

 無線機，水分を多く含む生体から離して設置する。 

 アンテナが金属・コンクリート・着雪などの物質に近接していると通

信性能が発揮できずに通信障害を起こす場合があります。 

 妨害電波の発生する機器類，既設配線から離して設置してください 

 Ethernetケーブルを既設無線機配線と平行配線すると，既設装置に通

信障害が発生する可能性があります。できるだけ離して配線ください。 

６．設置方法および設置上の注意 

 工場出荷状態では，以下のユーザ名とパスワードが設定されています。セ

キュリティ保護のため，ご購入後，必ず最初のログイン時にパスワードを変

更し，変更した内容は忘れないようにしてください。 

 本装置のログイン方法を示します（工場出荷状態時）。 

 WEBブラウザ（Google Chrome最新版）のアドレス入力欄に「http://装

置IPアドレス」と入力します。装置IPアドレスの初期値は以下の通りです。 

装置型名 装置IPアドレス（初期値） 

JRL-849AX  192.168.1.10 

JRL-849SX 192.168.1.20 

マストへの取付け 

 方向を対向局側のアンテナに合わせて下さい。アンテナの設置方向は，レ

ドーム面を対向局に向け，Ethernet Connectorが下側になるように設置し

てください。取付けの際，適合マスト径(推奨70mm以上)を守らないと，振

動や風などの影響を受けて落下し，けがや故障の原因になります。 

 変角金具に六角ボルトM8x130[6]を取付けするには，下図破線で示す2

箇所(六角ボルトM8x25[8]，平ワッシャー[4]，スプリングワッシャー

[3]，ハードロックナット[1,2])を取外します。方向調整時も当該破線部を

ゆるめて上下調整を行います。 

 本装置の設定変更，表示，回線診断，保守用機能については，ユーザー

ズマニュアルをお読みください。 

電源の接続 

 Ethernet Connector に Ethernetケーブル(適合範囲：直径 5.5～

13mm)を挿した後，PoE給電装置に接続します。以下，組立手順です。 

1) RJ45のラッチ(ツメ)を押し下げながらインサートの片方を固定します。 

2) もう片方のインサートをカチッとはめ込みます。 

3) メタルハウジングに，番号1の向きを合わせて挿入します。 

  －下図①：隙間なく締め付けます。 

  －下図②：Ethernetケーブル直径に合わせ，パッキンの隙間がなくなる 

       まで固く締め付けてください。 

4) 挿入後，プラグをロックします。 

 

プラグに衝撃を与えたり落としたりすると，主要部品他，細部品(Oリン

グ)が破損・欠損する恐れがあり，防水性能を保証できません。 

本体よりプラグを外す際は，水気を拭き取ってから行ってください。し

ずくが落ちた際，内部やRJ45の電極を濡らしてしまいます。 

インサート引き抜きには, 専用工具(Amphenol製 RJF 5440 OT 02)

が必要です。長期間使用後，または異なるΦ径の屋外用Ethernetケー

ブルで再施工時する場合は，RJF544 6 を購入し, 再施工して下さ

い。 

方向(番号1) 

を合わせる 

ロック・アンロック操作は，Ethernet Connectorに差し込んだ状

態で行って下さい。 

内枠に(黒色の)Oリングがはめ込まれてい

ることを確認して下さい。プラグに衝撃を

与えたり落としたりした場合，外れてしま

う恐れがあります。 

 ログインに成功すると，操作画面と別ウィンドウでデフォルトユーザ名・

パスワードの変更を促す，メッセージ（下図）が表示されます。 
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